
 

 

 

 

 

 
 

行事・部活動での豊かな学び 

校長 宮入 乾輔  

 

早いもので１学期も最終月となりました。 

 ５月末から先月にかけては、３年生の修学旅行、学校総合体育大会、体育祭と大き

な行事がたくさんありました。生徒たちにとってかかわり合いを通して、学びを深め

合うことができた１ヶ月でした。 

 

６月の初めのさいたま市学校総合体育大会では、これまでの練習の成果を発揮し果

敢に挑む選手、それを一丸となって応援する姿を多くの会場で見ることができまし

た。何度阻まれても、自分たちのプレイをしようと頑張る選手たち。そしてそれを精

一杯応援し続けてくれる仲間。試合終了後、負けて悔しい、悲しい中でも気丈にしっ

かりと挨拶をする姿。負けた選手に「がんばったね」「お疲れ様」と温かく迎えるチ

ーム。そんな姿に私は胸が熱くなりました。 

私もかつては運動部の顧問として、多くの「負け」を経験してきました。その経験

の中で私は、「負けたときこそ、チームとしての真価が問われる」と感じています。

負けても清々しい美園中の生徒たちの姿を見て、生徒たちは部活動から多くの大切な

ことを学べたものと、私は確信しています。 

 また、６月２２日(土)は体育祭でした。今年のスローガンは、「煌(ともす)～想い

をのせて～」。このスローガンに思いを込め、生徒たちは一生懸命練習に励んでいま

した。前日の雨で開催が危ぶまれましたが、多くの生徒が早朝からグランド整備をし

てくれたおかげで、実施することができました。 

特にクラス全員の団結力が求められる大縄跳びの練習に、どのクラスも力を注いで

いたようです。生徒たちは人とつながることの大切さ、仲間と協力して目標を達成し

た時の素晴らしさを、体育祭を通して実感することができました。 

 

最後になりましたが、行事の開催、大会への生徒の参加に際しまして、保護者や地

域の皆様に多くのご支援、ご協力をいただき、本当にありがとうございました。 
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☆知性「知を磨き」 

☆自律「自らを律し」 

☆健全「心身を鍛える」 


